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〔特別寄稿〕
｢保健体育科」から「都市健康・スポーツ研究センター」への歩み
～「健康・スポーツ科学」の創刊に寄せて～
大阪市立大学名誉教授前田如矢
昭和５７年、筆者は阿倍野の医学部内科学第一講座から、杉本町キャンパスの教養部保健
体育科.保健の教授として転任した｡それ以来市大を定年退職した平成７年までの１３年間、
医学部とは全く異質の環境の中で教員生活を過ごした。
かつての保健体育科は、平成１８年度の市大法人化を契機に、現在「都市健康．スポーツ
研究センター」と改称されている。市大の新しい組織への改組であり、望ましい形での再
出発であれば幸いである。
改称にともない、従来の「保健体育学研究紀要」も、今年「健康・スポーツ科学」へと
様変わりする。その記念すべき創刊号にＯＴとして原稿を依頼されたこと、光栄且つ喜びに
思っている。
原稿のテーマと内容についてあれこれ思案の末、この際保健体育科から都市健康．スポ
ーツセンターに至る変遷の過程を、ＯＴとしての視点から時系列的にたどってみることにし
た。執筆にあたっては、可能な限り完ぺきを期するために、現役の方から若干の資料を頂
いたが、それと私の記憶だけが頼りである。いざ書き始めてみると、長い歴史を的確にま
とめることはなかなか大変だった。何度か書きやすく気楽なテーマへの変更を考えたが、
結局タイトルどおりの内容でなんとかまとめることができた。本稿は、あくまでも現在フ
リーな立場にあるＯＴの率直な評価・印象とご理解いただきたい。
大阪市立大学では、長い年月をかけて将来計画の策定が実施され続けている。その詳細
は今年３月に発行された「大阪市立大学の125年〔1880-2005年〕」に記載されている。私
が在職した１３年間は、まさしく「大阪市立大学基本計画」策定のただ中にあった。保健体
育科も、学内における立場とあり方をめぐって揺れ動いた時期である。私が赴任した翌年
の昭和５８年９月には、「マスタープラン策定委員会」が設置され、実質的な将来計画の作
業がスタートする。さらに昭和６１年になると、基本計画策定のための「将来計画委員会」
が設置されている。
その当時、保健体育科が遭遇した大きな変化は、教養部教育体制の改革である。大学設
置基準大綱化をうけて、担当教科が従来の教養科目から全学共通科目の「健康．スポーツ
科学科目」へと区分変更が決定。また将来計画策定の重要なテーマとして各部局の再編・
統合について審議が重ねられていたが、特に教養部改組にともなう保健体育研究科のあり
方として、「健康･スポーツ科学センター」構想を練り上げて、委員会に提案していた。か
ねてから話題になっていた我孫子地区の地下鉄車庫跡地が設置場所として想定され、その
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可能性に期待がよせられていたが、その後、市大の車庫跡地利用は不可能なことが明らか
になる。その他諸般の理由から、残念ながらこの構想は実現に至らなかった。
結局、保健体育科の帰属については、平成６年の教養部廃止とともに、教養部から離れ
て「保健体育科研究室」へと改称され、小規模ながらも学則上は学部に準ずる組織として
一応は独立した組織に位置づけされた。但し、名称は変わったものの、室長はグループリ
ーダー的立場に据えおかれたままで部局長扱いにはならず、教務部長が教員会議（教授会
とはよばれていない）議長を務め、また事務機構のすべてが教務部に委ねられるなど、現
実は教養部時代そのままの状況に据え置かれた。
その後保健体育科は、幾度か名称が変更されたが、組織の実質は変わることなく推移し、
現在に至っている。敢えて付記するならば、教員の定数は、教員の異動、退職などの後に
補充されることなく減り続けるというマイナスの変化となった。現状はわずか６名の教員
によって、運営のすべてが何とか維持されている。
大阪市立大学では、大学院重点化に向けての動きが活発になる。平成１２年４月から、医
学部、生活科学部の大学院が改組され、いわゆる大学院大学としての教育・研究体制がス
タートした。この流れに沿って、平成１４年１０月から、保健の教員２名が大学院医学研究
科運動生体医学専攻教員として異動。さらに体育教員２名も関連研究科への参加の形で運
動生体医学の教員として研究・教育に携わることが決定する。実質的には体育教員のみで
構成されることになり、名称も「体育学研究室」と改称された。
平成１４年９月の評議会において「体育学研究室あり方検討委員会」の設置が承認され、
第一回の検討会が開催されている。その後本委員会は、５回の検討会での協議を経て、平
成１５年１月２０１｣に金児委員長（現学長）より児玉隆夫学長に検討結果の報告書が答申さ
れている。この検討会では、検討項目の軸として、①本学における健康.スポーツ科学のあ
り方、②体育研究室の教育・研究面における役割、③体育研究室の研究科所属についての
決定、本学運営体制上における位置づけの３点が審議されている。報告書の中では、体育
学研究室の将来像として、第３次市立大学基本計画において提案されている「健康．スポ
ーツ科学総合研究センター」への改組が、方向`性の一つとして示唆されている。
私が市大を定年退職して本ｲﾄﾞで１２年になる。この間に保健体育科は前述の如く、名称だ
けはめまぐるしく変遷していった。現役のかつての同僚達は「あり方検討委員会」が掲げ
た問題について常に心が揺れ動き、大変な心労を重ねたものと推測される。私の在職中に
も同じテーマの進展をめざして、機会あるごとに大学当局にアピールを続けていたが、残
念ながら、教育面での改革は実施されたものの、保健体育科研究室の本学におけるステイ
タスは、本質的にはずっと据え置かれたままであり、特に研究lliiでの位置づけは満足すべ
き状態ではなかった。
本稿の冒頭に敢えて筆者が、「医学部とは異質の環境の中で教員生活を過ごした」と書い
たのは、保健体育科が設置以来置かれた組織としての環境が、赴任以前に２５年間過ごした
医学部とはまったく異なるからである。
さらに平成１８年度にはilj大は法人化され、「公立大学法人大阪市立大学」へと改組そ
れを契機に、体育学研究室も「都市健康・スポーツ研究センター」へと改称された。大学
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